
は
じ
め
に
　
な
ぜ
い
ま
石
原
純
か

物
理
学
者
へ
の
道
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・

小
・
中
学
校
時
代
　
　
２

父
・
量
と
母
・
干
勢
の
こ
と
／
本
郷
小
学
校
時
代
／
郁
文
館
中
学
時
代
／
な
ぜ
理
科
を

第
一
高
等
学
校
時
代
　
　
1
0

第
－
高
等
学
校
入
学
／
第
一
高
等
学
校
時
代
の
日
記
／
再
び
、
な
ぜ
理
科
を
そ
し
て
物

理
を

理
論
物
理
学
科
へ
　
　
2
0

物
理
学
科
志
望
／
理
論
物
理
学
科
へ
／
当
時
（
一
九
〇
〇
年
頃
）
の
物
理
学
／
当
時
の
理

論
物
理
学
科

物
理
も
歌
も
　
　
2
8

作
歌
の
試
み
／
散
歩
と
テ
ニ
ス
／
物
理
も
歌
も



父
の
死
　
　
3
7

　
桑
木
彧
雄
、
山
形
聯
隊
へ
／
父
・
石
原
量
の
死
／
ニ
ュ
ー
ト
ン
祭

理
論
物
理
学
科
卒
業
　
　
4
7

　
ニ
ュ
ー
ト
ン
祭
記
事
／
『
馬
酔
木
』
時
代
の
歌
／
理
論
物
理
学
科
卒
業

大
学
院
時
代
　
　
5
7

当
時
の
物
理
学
教
室
／
一
週
間
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
／
長
岡
研
で
の
ゼ
ミ
ー
ボ
ル
ツ
マ
ン
、

ギ
ブ
ス
／
物
理
談
話
会
－
シ
ュ
タ
ル
ク
／
執
筆
活
動
／
田
丸
節
郎
と
の
交
流

日
本
初
の
理
論
物
理
学
者
誕
生
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
6
7

理
論
物
理
学
者
と
し
て
自
立
す
る
　
　
6
8

長
岡
半
太
郎
と
石
原
／
桑
木
彧
雄
の
影
響

最
初
の
相
対
論
に
関
す
る
論
文
　
　
7
9

　
一
九
世
紀
終
わ
り
の
物
理
学
／
『
美
し
き
光
波
』
の
内
容
／
『
美
し
き
光
波
』
と
相
対
論
／

　
最
初
の
論
文
「
運
動
媒
質
の
光
学
」

陸
軍
砲
工
学
校
時
代
　
　
8
9

京
都
の
水
野
－
玉
城
に
よ
る
相
対
論
研
究
／
京
都
グ
ル
ー
プ
と
石
原
／
砲
工
学
校
時
代
の

石
原
の
相
対
論
研
究
／
砲
工
学
校
時
代
の
石
原
の
生
活

金
属
電
子
論
の
研
究
　
　
9
8

金
属
電
子
論
－
最
先
端
の
物
理
分
野
／
石
原
の
金
属
電
子
論
の
研
究
／
仙
台
へ

東
北
帝
国
大
学
へ
、
そ
し
て
最
初
の
量
子
論
研
究
　
　
1
0
5

東
北
帝
国
大
学
創
立
と
初
期
の
物
理
教
室
／
最
初
の
量
子
論
研
究
／
石
原
の
量
子
論
／

都
を
思
ふ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
前
の
相
対
論
研
究
　
　
1
1
5

『
東
北
数
学
雑
誌
』
論
文
と
相
対
論
の
総
説
／
桑
木
彧
雄
の
役
割
／
量
子
論
の
導
入
／
仙

台
を
発
つ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
か
ら

東
北
帝
国
大
学
教
授
辞
任
ま
で
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
2
5

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
ー
ド
イ
ツ
ヘ
　
　
1
2
6

シ
ベ
リ
ア
経
由
／
モ
ス
コ
ー
に
一
泊
／
ひ
と
ま
ず
ベ
ル
リ
ン
で
／
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
へ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
ー
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
ベ
ル
リ
ン
　
　
　
1
3
5

ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
の
勉
学
／
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
ー
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
ー
ベ
ル
リ
ン
／
ベ
ル
リ
ン
で
の
勉
学

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
ー
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
ロ
ン
ド
ン
、
そ
し
て
帰
国
　
　
１
４
５

チ
ュ
ー
リ
ヒ
ー
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
も
と
で
／
ロ
ン
ド
ン
で
Ｉ
ボ
ー
ア
理
論
を
知
る
／

パ
リ
、
ベ
ル
リ
ン
を
経
て
帰
路
に



留
学
中
・
留
学
後
の
相
対
論
研
究
　
　
1
5
5

留
学
中
の
研
究
／
帰
国
後
の
研
究
／
「
実
験
室
の
夏
」

一
般
化
量
子
条
件
と
そ
の
周
辺
　
　
1
6
2

留
学
中
の
量
子
論
研
究
／
石
原
の
一
般
化
量
子
条
件
／
原
子
ス
ペ
ク
ト
ル
、
特
性
Ｘ
線
ス

ペ
ク
ト
ル
へ
の
関
心
／
「
仙
台
歌
会
の
記
」

帝
国
大
学
教
授
を
辞
任
す
る
　
　
1
7
2

石
原
に
会
う
ま
で
の
原
阿
佐
緒
／
一
九
一
九
年
、
帝
国
学
士
院
恩
賜
賞
を
受
賞
／
休
職

そ
し
て
千
葉
県
保
田
へ

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
8
1

科
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
へ
の
転
身
　
　
1
8
2

石
原
と
改
造
社
／
石
原
と
岩
波
書
店
／
文
筆
で
生
き
る

『
相
対
性
原
理
』
と
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
教
授
講
演
録
』
　
　
1
9
1

『
相
対
性
原
理
』
／
『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
教
授
講
演
録
』
／
「
京
都
講
演
」

現
代
物
理
学
の
普
及
活
動
　
　
１
９
８

『
ア
イ
ン
ス
タ
イ
ン
全
集
』
／
『
物
理
学
の
基
礎
的
諸
問
題
第
－
輯
・
第
二
輯
』
／
石
原

と
矢
島
祐
利

『
岩
波
講
座
物
理
学
及
び
化
学
』
刊
行
と
雑
誌
『
科
学
』
の
創
刊
　
　
2
0
8

『
岩
波
講
座
物
理
学
及
び
化
学
』
／
『
科
学
』
の
創
刊
／
戦
時
体
制
下
の
『
科
学
』
、
寺

田
寅
彦
の
死

『
岩
波
理
化
学
辞
典
』
の
刊
行
　
　
2
1
9

『
理
化
学
辞
典
』
刊
行
ま
で
／
石
原
の
役
割
／
『
理
化
学
辞
典
』
の
効
用
／
『
理
化
学
辞

典
』
の
典
拠

科
学
論
的
考
察
へ
　
　
2
3
0

石
原
↓
桑
木
書
簡
／
マ
ッ
ハ
ー
プ
ラ
ン
ク
論
争
／
桑
木
対
石
原
／
科
学
論
関
係
の
著
作

戦
時
科
学
振
興
政
策
批
判
か
ら

敗
戦
直
後
の
急
逝
ま
で
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
2
4
1

フ
ァ
シ
ズ
ム
に
抗
し
て
　
　
2
4
2

　
「
時
局
匡
救
と
科
学
」
／
『
科
学
』
巻
頭
言
に
み
る
石
原
の
発
言
／
田
辺
元
、
小
倉
金
之
助
と
の
連
係

戦
時
科
学
振
興
政
策
を
批
判
す
る
　
　
2
5
2

科
学
動
員
計
画
を
批
判
す
る
／
科
学
振
興
の
か
け
声
の
な
か
で
／
「
米
英
と
の
開
戦
に
際
し
て
」

科
学
的
精
神
と
科
学
教
育
論
　
　
2
6
3



科
学
教
育
に
お
け
る
科
学
的
精
神
／
「
科
学
教
育
の
原
理
的
認
識
」
／
大
学
教
育
に
つ
い

て
／
科
学
的
精
神
を
養
成
す
る
に
は

志
半
ば
に
―
敗
戦
直
後
の
よ
び
か
け
　
　
2
7
4

戦
争
中
の
執
筆
制
限
／
敗
戦
直
後
の
『
科
学
』
巻
頭
言
／
交
通
事
故
／
追
悼
文
／
「
科
学

と
芸
術
」

お
わ
り
に
　
　
2
8
3

文
献
と
注

参
考
文
献

石
原
純
略
年
譜

索
引
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